
まえがき＝自動車用タイヤにはゴム補強繊維材料が多く
使用されているが，中でも鋼線材を使用したスチールコ
ードは幅広く使用されている。スチールコードにはブラ
スめっき（Cu-Zn 合金）が被覆され，ゴム加硫時にブラ
スとゴムの界面反応が起こって両者を接着させることに
よりタイヤを補強する。このような接着界面の強度特性
はタイヤ寿命を決定する重要な因子であり，特性向上の
ため古くから多くの研究が実施されている。特に近年，
トラックやバスのタイヤにおいて，摩耗したトレッド部
を張替えるリトレッドの増加により，タイヤ使用期間が
長期化しづスとゴムな接 ゼ性向叫させドにりôゴ ォ部 ム 期

ムの接着界面にCu

2SやCuSといったCu-S系化合物が生
じることが明らかにされていたが，その構造形態などは
解明できていなかった 1）。1970 年ごろよりOoij らは
ESCA，SIMSを用いて接着界面を調査し，接着界面にCu
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大化過程で変化しないので，Cu-S反応層が成長するた


